




















 10/26（火）～11/8（月）迄の 2 週間、私の所属している（社）大阪能率協会「中国事業
相談室」恒例の中国工業開発区視察団の副団長として大連、煙台、威海、青島と主に華北







































 もう 1 つ今回の出張で体験した新発見は、中国人若者（主として中卒、農民出身が多い）
を研修生として 1 人１回限り、３年間日本へ派遣し、日本企業で実習生として研修（日本
語と工場現場での実務研修…大半機械操作等の実習＝仕事そのものに従事し、一定の給料
も支給）させる制度で、すでに何年も前からあちこちで活用されているものである。今回
はこの専門の社長が我々の「中国事業相談室」の委員でもあり、同行頂いたので、威海市
ではその採用試験に立合い、実際に面接官をして来ました。又、内定前には夫々の家庭訪
問もし、両親や妻女（既婚者の場合）にも会って決意の程を確認しているが、その家庭訪
問にも二軒立会った。その内の１人は新婚早々の奥さんを残して３年間日本へ研修に行く
若者だったが、３年間真面目に頑張れば、帰国後田舎であれば家が一軒建てられるし、日
本語も技術も習得して帰るので帰国後も良い仕事に就ける可能性も高く、結果として農民
の最貧層からの脱出が可能となることだ。従ってこの採用試験に合格することは、その本
人のみならず家族全員にとっても宝クジに当った様な大変大きな意味を持っているので、
新婚の奥さんも両親も「全く問題ない…没問題」、「家族全員大賛成しています」と明るい
顔で答えてくれて、安心もし、びっくりもした次第。 
 こういう状態なので、各地方政府も外国企業の誘致にだけ力を入れているのではなく、
こういう研修生を良い会社へより多く送り出すことにも非常に注力している。そのためも
あって我々の視察団は各地政府から大歓迎を受けた。この日本の会社は東北三省の瀋陽、
長春、ハルピン等の農村の青年男女も多く採用して日本へ派遣している。すでに日本には
数万人のこういう研修生が各地の工場で働いており、日本の若年労働力不足を補完する役
割も果たしている。この様にこの制度は日中双方に喜んで頂いている、非常に将来性のあ
る有意義な仕事だということがよく分かった。 
